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213　　　　 臍帯静脈の血流波動は臍帯巻絡に よ

る分娩時胎児仮死発生予測 の指標に な り得 る か ？
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214　　　　 妊婦末梢血中の胎児由来細胞検出法

の 基 盤技術
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［目的］本研究では臍帯頸部巻絡に よ る分娩時の

胎児仮死発生 を予測する た め に ，
パ ル ス ドプラ血

流計 で 臍帯静脈血流の波動の有無を観察 し，そ の

有用性に っ い て 検討す る こ とを目的 と した 。

［方法］超音波画像上 から臍帯頸部巻絡 を出生前

診断し た症例に つ い て ，妊娠 35週の妊婦検診か ら

陣痛発来 までの間に ， 巻絡部よ り胎盤側で パ ル ス

ドプ ラ血 流計 によ り臍帯静脈血流 を観察 し ， 臍帯

動脈の拍動 と同期 した血流波勳が毎回認め られた

例をP ＋群 ， 時 々 認め られた例を P ± 群 ， 1度 も

認め られな かっ た例 を P 一
群 として ， それぞれ の

分娩第 1 期と第 2期 の CTG 上 の変動
一

過性徐脈

（VD） の 出現 に っ い て 検討した。 ［成績］臍帯頸

部巻絡を出生前診断 し ， 経腟分娩 した 工23例の う

ち P 十 群 ば 27例 （22，0％） ， P ±群は 23例 （18．7

％） ， P 一群は73例 （59．3％）で あっ た。　 P ＋ 群

で は全例分娩第 2 期にVDが出現 したが （Mild　 W〕；

8 例 ，
Moderate 　VD ；工5例 ，

　 Severe　VD；4 例） ， 分

娩第 1期か らも12例 （44，4％）にVDが出現 して い

た （Miid　VD；8 例 ，
　 Moderate　VD ；4 例） 。 また ，

P 土 群では 18例 （78．　3％）で 分娩第 2 期にVDが出

現 し （Mild 　VD ；10例，　 Moderate 　 VD；5 例 ，
　 Severe

＞D；3 例） ， 分娩第 1期か らは 8 例 （34．8％）に

VDの出現 を見た （Mild　VD ；5 例 ，
　Mederate 　VD；3

例 ， Severe　VD；1 例）。逆に ，
　 P 一

群で は 29例 （

39．7％）は分娩中 に 全くVDの 出現は無 く，また分

娩第 1期からのVD出現例は 8 例 （ILOY ． ）に過 ぎ

な か っ た （Mild　VD；　5例 ，　M。defate　 VD；2 例 ，　 Se

vere 　VD；　1例）。羊水混濁 を来した症例は全巻絡

例申10例で あっ たが ， P ＋ 群と P ± 群で の 7例 に

対 し ， P 一群で は 3 例で あっ た。 匚結論］妊娠中

に発現す る臍帯静脈の 血流波動は臍帯巻絡に よ る

分娩時胎児仮死発生予測 の指標に な り う る こ とが

示 唆され た e

［目的亅前回我 々 は 、すで に独自に開発 した子宮

内男児 の 母体末梢血か ら極 め て 高率に胎児由来細

胞を検出 で き る方法 を明 らか に し 、妊娠早期 にお

ける非侵襲的出生前診断の 可能性 を報告 して い

る。また、胎盤絨毛間腔血 液を用 い た基礎研究で

は、微少細胞の 効率良い 採取に は必ず特異抗体を

用 い たサ ン プル 前処理が必要で ある事 も示 した。

今回、さらに本シ ス テ ム の 実用化 をめ ざし、 そ の

有効性を確か め る た め に性別不 明で ある妊娠初期

で母体末梢血を採取 し胎児性別の 判 定を試み た 。

1方法］産科外来を受診 した妊娠初期妊婦の うち 、

充分 な る イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トに よ り同意 を

得 られたボ ラ ン テアから、 末梢血 を10ml採取 し直

ちに比重遠心法を用 い て有核細胞 を分取 した 。 次

に磁気細胞分離 シ ス テ ム を用い 、胎児有核赤血球

採取 目的で CD45 モ ノク ロ ー
ナル 抗体（CD45 ）陰性

かつ Glycophorin　Aモ ノ ク ロ
ー

ナ ル抗体（GA ）陽性細

胞を選別採取 した 。採取された細胞の DNA 抽出後 、

DNA 全量を鋳型 として Y 染色体に きわ め て特異的

なprimerを用 い た nestedPCR を行 っ た 。
こ の 結果Y

染色体を検出で きた もの を男児 、 検 出出来なか っ

た もの を女児と判定し、こ れ らの 結果を児娩出後

の 実際の 性別 と照 らし合わせ て 比較検討 した 。 ［成

績］ユ）PCR に て Y染色体陽性 を示した うち 、 86％

が出生後実際に男児 と確認された 。 2）PCR にて Y

染色体が陰性で あっ た うち、 75％ が出生後女児 と

確認さ れ た 。 3＞本シ ス テ ム で の 偽陽性率は 14％ 、

偽陰性率 は 25％であっ た 。 ［結謝 磁気細胞分離

シ ス テ ム と nestedPCR 法を組み合わ せ た本法は 、

今後偽陽性 ・偽陰性 を減 らす工夫に よ り簡便か つ

確実な出生前診断法 となる手が か りをえた こ とか

ら今後臨床応用の期待が 大 きくな っ た 。
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